
(57)【要約】

【課題】部品が少なく、設置が速く、消耗品を少なくし

、且つ実用的な内視鏡用口当て構造を提供する。

【解決手段】内視鏡用口当て構造は、管体１及び固定ハ

ンドル２から構成される。そのうち、管体は円筒形で、

その一側面には開口１１が形成され、内には上下に貫通

した差込部１２が成形される。また、その一端には固定

ハンドルが連接され、この固定ハンドル一側面適所には

貫通したバインド紐孔２１が穿設される。固定ハンドル

と同じ側の管体両側適所には耳部１３が一組成形され、

その耳部適所にはそれぞれ穿孔１３１が穿設され、そこ

に頭部固定紐６が通される。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 体 と 固 定 ハ ン ド ル か ら 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 口 当 て 構 造 に お い て 、
　 円 筒 形 状 で 、 そ の 一 側 面 に は 開 口 が 成 形 さ れ 、 内 側 上 下 に は 差 込 部 が 成 形 さ れ 、 そ こ に
導 入 管 が 挿 し 込 ま れ る も の で 、 一 端 に は 固 定 ハ ン ド ル が 連 接 さ れ る 管 体 と 、
　 一 側 面 適 所 に 貫 通 し た バ イ ン ド 紐 孔 が 穿 設 さ れ る 固 定 ハ ン ド ル か ら 構 成 さ れ 、 固 定 ハ ン
ド ル と 同 じ 側 端 部 の 管 体 両 側 適 所 に 突 出 し た 一 組 の 耳 部 が 成 形 さ れ 、 そ の 耳 部 の 適 所 に は
そ れ ぞ れ 貫 通 し た 穿 孔 が 穿 設 さ れ 、 そ こ に 頭 部 固 定 紐 を 通 す こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 口
当 て 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 穿 孔 は 、 適 す る 箇 所 に 突 出 し た 紐 当 て 凹 部 が 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 内 視 鏡 用 口 当 て 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 内 視 鏡 用 口 当 て 構 造 に 関 す る も の で 、 特 に 固 定 構 造 に 関 す る 口 当 て で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の 口 当 て ５ ０ 構 造 は 、 図 １ に 示 す と お り 、 固 定 ハ ン ド ル ５ １ 、 バ イ ン ド 紐 孔 ５ ２ 及
び 外 管 ５ ３ か ら 構 成 さ れ る 。 そ の う ち 、 こ の 外 管 ５ ３ 中 間 に は 貫 通 し た 筒 孔 ５ ３ １ が 成 形
さ れ 、 そ こ に 導 入 管 （ 図 未 提 示 ） が 挿 し 込 ま れ る 。 こ の 固 定 ハ ン ド ル ５ １ は 、 外 管 ５ ３ 一
端 に 連 接 し 、 固 定 ハ ン ド ル ５ １ 上 に は バ イ ン ド 紐 孔 ５ ２ が 穿 設 さ れ る 。 こ の バ イ ン ド 紐 孔
５ ３ に バ イ ン ド 紐 を 通 し 、 導 入 管 を 固 定 ハ ン ド ル ５ １ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の 口 当 て ５ ０ を 使 用 す る 時 、 使 用 者 の 口 に 外 管 ５ ３ を 入 れ 、 テ ー プ を 貼 っ て 外 管 ５
３ を 顔 に 固 定 し 、 口 当 て ５ ０ が 外 れ な い よ う に す る 。 そ し て 外 管 ５ ３ 上 端 か ら 導 入 管 を 入
れ 、 バ イ ン ド 紐 孔 ５ ２ で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 口 当 て 外 管 構 造 は 、 テ ー プ で 固 定 す る こ と に よ る 効 果 は あ る 。 し か し 、 テ ー プ を
直 接 人 の 皮 膚 に 貼 っ て 固 定 す る た め 、 長 時 間 使 用 す る と 、 皮 膚 表 面 の 通 気 が 悪 く な り 、 不
快 感 を 感 じ る よ う に な る 。 ま た 、 外 れ や す く も な り 、 危 険 度 が 高 く な る 。 更 に テ ー プ は 常
に 交 換 し な け れ ば な ら な い た め 、 材 料 コ ス ト も 上 が る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 使 用 者 が 長 時 間 使 用 に よ っ て 、 不 快 感 を 感 じ 、 且 つ 外 れ
や す く な る た め に 、 危 険 度 が 高 く な る 点 で あ る 。 ま た 、 常 に 交 換 の 必 要 が あ る た め 、 材 料
コ ス ト も 上 が る 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 部 品 が 少 な く 、 設 置 が 速 く 、 消 耗 品 を 少 な く し 、 且 つ 実 用 的 な 内 視 鏡 用 口 当
て 構 造 を 提 案 す る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 本 考 案 の 内 視 鏡 用 口 当 て 構 造 は 、 下 述 の 利 点 が あ る 。
　 　 本 考 案 の 耳 部 構 造 に よ っ て 、 口 当 て に 有 効 な 固 定 効 果 を 具 え 、 且 つ 簡 便 で 、 公 知 の テ
ー プ を 貼 り 付 け る 不 便 さ 及 び 不 快 感 が 解 決 す る 。
　 本 考 案 の 耳 部 構 造 に よ っ て 、 口 当 て の 固 定 効 果 が 向 上 し 、 使 用 時 の 安 全 性 も 高 ま る 。
　 本 考 案 の 耳 部 の 構 造 に よ っ て 、 頭 部 固 定 紐 が 再 利 用 で き 、 材 料 コ ス ト を 下 げ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に 示 す と お り 、 本 考 案 の 口 当 て １ ０ は 、 管 体 １ 及 び 固 定 ハ ン ド ル ２ か ら 構 成
さ れ る 。 こ の 管 体 １ は 円 筒 形 で 、 そ の 一 側 面 に は 開 口 １ １ が 形 成 さ れ 、 上 端 に は 差 込 部 １
２ が 成 形 さ れ る 。 そ の 一 端 に は 固 定 ハ ン ド ル ２ が 連 接 し 、 そ の 固 定 ハ ン ド ル ２ 一 側 面 の 適
す る 箇 所 に バ イ ン ド 紐 孔 ２ １ が 穿 設 さ れ る 。 こ の バ イ ン ド 紐 孔 ２ １ に バ イ ン ド 紐 ６ を 通 し
て 使 用 す る 。 そ れ に よ っ て 導 入 管 ４ を 固 定 ハ ン ド ル ２ 上 に 固 定 す る 。 ま た 、 固 定 ハ ン ド ル
２ と 同 じ 側 の 管 体 １ 両 側 適 所 に 突 出 し た 耳 部 １ ３ が 成 形 さ れ る 。 こ の 耳 部 １ ３ の 適 す る 箇
所 に は そ れ ぞ れ 貫 通 し た 穿 孔 １ ３ １ が 穿 設 さ れ 、 そ こ に 頭 部 固 定 紐 ３ を 通 す 。 こ の 穿 孔 １
３ １ の 適 所 に は 突 出 し た 紐 当 て 凹 部 １ ３ ２ が 成 形 さ れ 、 頭 部 固 定 紐 ３ で 口 当 て １ ０ を 止 め
た 時 、 上 述 の 耳 部 １ ３ の 構 造 に よ り 、 公 知 の テ ー プ に よ る 固 定 方 法 か ら 脱 却 し 、 固 定 が よ
り 安 定 し 、 安 全 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ に 示 す の は 、 本 考 案 の 良 好 な 実 施 例 の 一 つ で 、 使 用 時 、 先 ず 導 入 管 ４ を 口 当 て １ ０
の 差 込 部 １ ２ に 差 込 み 、 バ イ ン ド 紐 ６ を 導 入 管 ４ に 巻 き 付 け 、 バ イ ン ド 紐 孔 ２ １ に 通 す 。
導 入 管 ４ は 固 定 ハ ン ド ル ２ 上 に 固 定 さ れ 、 更 に セ ッ ト さ れ た 口 当 て １ ０ を 使 用 者 の 口 に 合
わ せ て 管 体 １ の 下 部 を 含 ま せ る 。 続 い て 耳 部 １ ３ の 穿 孔 １ ３ １ に 頭 部 固 定 紐 ３ を 通 し 、 後
頭 部 で 締 め る と 、 口 当 て １ ０ の 固 定 が 完 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 公 知 の 内 視 鏡 の 口 当 て 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 内 視 鏡 の 口 当 て 立 体 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 内 視 鏡 の 口 当 て 実 施 例 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 １ 　 　 　 　 管 体
　 　 １ ０ 　 　 　 　 口 当 て
　 　 １ １ 　 　 　 　 開 口
　 　 １ ２ 　 　 　 　 差 込 部
　 　 １ ３ 　 　 　 　 耳 部
　 １ ３ １ 　 　 　 　 穿 孔
　 １ ３ ２ 　 　 　 　 紐 当 て 凹 部
　 　 　 ２ 　 　 　 　 固 定 ハ ン ド ル
　 　 ２ １ 　 　 　 　 バ イ ン ド 紐 孔
　 　 　 ３ 　 　 　 　 頭 部 固 定 紐
　 　 　 ４ 　 　 　 　 導 入 管
　 　 ５ ０ 　 　 　 　 口 当 て
　 　 ５ １ 　 　 　 　 固 定 ハ ン ド ル
　 　 ５ ２ 、 ２ １ 　 バ イ ン ド 紐 孔
　 　 ５ ３ 　 　 　 　 外 管
　 ５ ３ １ 　 　 　 　 筒 孔
　 　 　 ６ 　 　 　 　 バ イ ン ド 紐
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(4) JP 3101750 U 2004.6.17



专利名称(译) 端部接头咬嘴结构

公开(公告)号 JP3101750U 公开(公告)日 2004-06-17

申请号 JP2003272558U 申请日 2003-11-18

[标]申请(专利权)人(译) 太平洋医材裆粪便

申请(专利权)人(译) 太平洋医材股▲ふん▼有限公司

当前申请(专利权)人(译) 太平洋医材股▲ふん▼有限公司

[标]发明人 李元勇

发明人 李 元勇

IPC分类号 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.B

外部链接 Espacenet

摘要(译)

几部分，安装是快速，消耗品减少，以提供防止结构的实际内窥镜端
口。 用于内窥镜的吹嘴结构包括管状主体（1）和固定手柄（2）。其
中，管状体是圆柱形的，并且在管状体的一个侧表面上形成开口11，并
且在开口中模制垂直穿透的插入部分12。固定手柄的一端连接固定手
柄，并且在固定手柄的一侧表面上的适当位置钻出穿透的绑扎线孔21。
该管侧面放置在相同的一侧固定手柄耳13被设置成形，分别钻131的耳朵
位置中钻，其特征在于，头固定带6穿过。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/27903802-2852-45ec-a113-dee6738dcf4c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043255314/publication/JP3101750U?q=JP3101750U

